
平 成 1 5 年 第 ４ 回 臨 時 会

厚岸町議会会議録

平成 15 年 11 月 25 日 開会
平成 15 年 11 月 25 日 閉会

（ 本 会 議 ）

厚 岸 町 議 会



－1－

平成15年 厚岸町議会 第４回臨時会 会議録

招 集 期 日 平成１５年１１月２５日

招 集 場 所 厚岸町議場

開 会 平成１５年１１月２５日 １０時００分
開催日時

散 会 平成１５年１１月２５日 １３時５６分

１. 出 席 議 員 並 び に 欠 席 議 員

議 席 出席○ 議 席 出席○
氏 名 氏 名

番 号 欠席× 番 号 欠席×

１ 室 﨑 正 之 ○ 10 池 田 實 ○

２ 安 達 由 圃 ○ 11 岩 谷 仁悦郎 ○

３ 南 谷 健 ○ 12 谷 口 弘 ○

４ 小 澤 準 ○ 13 菊 池 賛 ○

５ 中 川 孝 之 ○ 14 田 宮 勤 司 ○

６ 佐 藤 淳 一 ○ 15 佐 齋 周 二 ○

７ 中 屋 敦 ○ 16 竹 田 敏 夫 ○

８ 音喜多 政 東 ○ 17 鹿 野 昇 ○

９ 松 岡 安 次 ○ 18 稲 井 正 義 ○

以上の結果、出席議員 １８名 欠席議員 ０名

１. 議 場 に 出 席 し た 事 務 局 職 員

議会事務局長 小 倉 利 一 議 事 係 長 髙 橋 政 一
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１. 地方自治法第121条により説明のため出席した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 若 狹 靖 監 査 委 員 今 村 實

助 役 大 沼 隆 教 育 長 富 澤 泰

教 育 委 員 会
収 入 役 黒 田 庄 司 柿 﨑 修 一

管 理 課 長

行 財 政 課 長 斉 藤 健 一 監査事務局長 阿 野 幸 男

ま ち づ く り
福 田 美樹夫 監査事務局長 阿 野 幸 男

推 進 課 長

環境政策課長 松 澤 武 夫 職 員 係 長 佐 田 靖 彦

水 産 課 長 大 崎 広 也 総 務 係 長 土 肥 正 彦

建 設 課 長 北 村 誠

建 設 課 長 北 村 誠

町民課長補佐 高 瀬 順 一

１. 会議録署名議員

２番 安達 議員 ３番 南谷 議員

４番 小澤 議員

１. 会 期

１１月２５日から１１月２５日までの１日間（休会日なし）

１. 議事日程及び付議事件

別紙のとおり

１. 議事の顛末

別紙のとおり
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平成1５年厚岸町議会第４回臨時会議事日程

平成15年11月25日
午前10時 開 議

日程 議案番号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議会運営委員会報告

３ 会期の決定

４ 定期監査報告

認定第３号 平成１４年度厚岸町一般会計歳入歳出決算の認定について

認定第４号 平成１４年度厚岸町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について

認定第５号 平成１４年度厚岸町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認
定について

５
認定第６号 平成１４年度厚岸町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて

認定第７号 平成１４年度厚岸町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

認定第８号 平成１４年度厚岸町きのこ菌床センター事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

認定第９号 平成１４年度厚岸町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

認定第10号 平成１４年度厚岸町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

６ 議案第92号 財産の取得について

７ 議案第93号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

８ 議案第94号 厚岸町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

９ 議案第95号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

10 議案第96号 教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

11 議案第97号 町長、助役及び収入役並びに教育長の期末手当の支給の特例
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

12 議案第98号 平成１５年度厚岸町一般会計補正予算
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議 長 ただいまから、平成１５年厚岸町議会第４回臨時会を開会いたします。

（開会時刻 午前１０時００分）

議 長 直ちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配布の日程表のとおりであります。

議 長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

、 、 、本日の会議録署名議員は 会議規則第１１８条の規定により ２番安達議員

３番南谷議員を指名いたします。

議 長 日程第２、議会運営委員会報告を議題といたします。

委員長の報告を求めます。９番、松岡委員長。

９番 本臨時会開会前に議会運営委員会を開会し、第４回臨時会の議事運営につい

て審議しました。

決算認定でございますが、３号から１０号まで、８件につきましては、各会

計決算審査特別委員会を設置し、これに付託し、１２月定例会までに審議をす

ることに決定しました。

議案第９２号、財産の取得並びに９３号から９７号までの給与に関する条例

制定５件、並びに議案第９８号補正予算１件につきましては、本会議で審議す

ることに決定しました。

会期については、本日１日間と決定しました。以上、議会運営委員会報告と

いたします。

議 長 委員長に対する質疑を省略し、以上で報告を終わります。

議 長 日程第３、会期の決定を議題と致します。

お諮りいたします。本臨時会の会期は、ただいまの議会運営委員会報告にあ

、 。りますように 本日１日間としたいと思いますがこれにご異議ございませんか

（ 異議なし」の声）「

。 、 。議 長 ご異議なしと認めます よって 本臨時会の会期は本日１日間と決しました

議 長 日程第４、定期監査報告を議題と致します。

今般、監査委員より別紙のとおり定期監査報告が為されております。ご参考

に供していただきたいと思います。

議 長 日程第５、認定第３号、平成１４年度厚岸町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてから、認定第１０号、平成１４年度厚岸町介護サービス事業特別会計歳

入歳出決算の認定についてまで、以上８件を一括議題といたします。

職員の説明を省略し本８件の提案理由の説明を求めます。町長。

町 長 平成１４年度各会計決算書提出に際し、その執行状況等について説明いたし
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ますが、当年度は、子野日公園トイレ整備事業による観光施設整備、厚岸保育

所園庭整備事業や、へき地保育所フェンス整備事業などの児童福祉施設整備、

町営住宅宮園団地建設事業・道路の改良舗装・公共下水道整備などの生活基盤

整備、農林水産業の振興を中心とした町民の要求に対応した諸事業を実施し、

予算執行したのが主な施策成果の特徴となっております。

そこで当該年度の当初予算でありますが、一般会計においては、８,９８７,

８４１千円、各特別会計（国民健康保険、簡易水道事業、老人保健、下水道事

、 、 、 ） 、業 きのこ菌床センター事業 介護保険 介護サービス事業 を合算しますと

１３,３２５,２９０千円の総体規模でありましたが、年度内に必要に応じてそ

れぞれ所要額の補正を行い、最終予算は、一般会計においては平成１３年度の

繰越明許費９３,２２０千円を含め９,５１８,１８９千円。各特別会計では４,

４６９,５５４千円となり、総体においては１３,９８７,７４３千円となりま

した。

、 、 。これらの内容は 次のとおりとなっておりますが 省略させていただきます

この最終予算に対しまして、各会計別の収支執行実績を申し上げますと、一

般会計では、歳入で９,５５２,１５５,８４５円、率で１００.４パーセント、

歳出では、９,３８２,６９１,０２０円、率で９８.６パーセントの執行率とな

り、歳入歳出差し引きで１６９,４６４,８２５円の残額となりました。このう

ち財政調整基金に１００,０００,０００円を積み立て、実質６９,４６４,８２

５円が翌年度繰り越しとなったものであります。

一方、特別会計でありますが、国民健康保険事業特別会計については、歳入

歳出差し引き２,５７６,６１９円の残額となりましたが、実態としては、一般

会計より１９６,８６８,０００円を繰り入れた結果であります。

、 、今後においても国民健康保険税の徴収率の向上 医療費適正化対策等に努め

当会計の健全化に努力していく所存であります。

簡易水道事業特別会計については、歳入不足となった２７,１２７,５７０円

を一般会計から繰り入れ、収支の均衡を図ったものであります。

老人保健特別会計については、老人医療に要する費用の負担分に係る６０,

８２９,６５７円を一般会計より繰り入れ、収支の均衡を図ったものでありま

す。

下水道事業特別会計については、歳入不足となった２３０,０５２,７７８円

を一般会計から繰り入れ、収支の均衡を図ったものでありますが、事業の進捗

に伴い多額の繰り入れをしている現状となっております。

、 、きのこ菌床センター事業特別会計については 歳入で５８,３８８,１６３円

歳出では５６,５８６,６１３円となっており、歳入歳出差し引きで１,８０１,

５５０円の残額となっております。

介護保険特別会計については、歳入で介護保険に係る負担分等として一般会

計より９５,０１４,１０６円を繰り入れて６３２,３８５,７２７円となり、歳

出では６２３,４８４,１４１円で、歳入歳出差し引きで８,９０１,５８６円の

残額となっております。

介護サービス事業特別会計については、介護報酬の不足する分に係る６７,

３６４,９４９円を一般会計より繰り入れ、収支の均衡を図ったものでありま

す。

以上が平成１４年度決算報告による係数面での概要でありますが、より具体

的な成果と実績等につきましては 別冊で配布いたしました 決算書 及び 決、 「 」 「
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」 、 、算資料 に基づき ご検討いただくこととして内容説明を省略させていただき

順次ご質問等に応じて各担当課等より詳細にご説明いたしたいと存じます。以

上であります。

議 長 次に、監査委員に対し、監査結果の意見を求めます。監査委員。

監査委員 ただいま上程されました、平成１４年度一般会計並びに各特別会計の歳入歳

出決算審査の概要について申し上げます。

平成１４年度一般会計並びに各特別会計の歳入歳出決算状況ですが、総額で

は歳入で１３９億９,２４１万６,１６８円、歳出が１３８億９,６７１万１,５

８８円となり、歳入歳出差し引き、１億８,２７４万４,５８０円の歳入増の決

算となっております。

各会計毎の決算状況につきましては、ただいま町長から報告があったとおり

の内容でございます。

次に、決算審査の中で、今後特に努力を望みたい事項について申し上げたい

と存じます。

まず、歳入関係ですが、自主財源の根幹をなす町税については、核税目とも

決算額が予算を上回り、合計すると１,０６７万円の増収となり、収入率も前

年度を若干上回って、努力も認められます。しかし一方で、税収入及び税外収

入を合わせた収入未済額につきましては、１億３,４６１万９,０００円でござ

いまして、決算額の１.４％を占めております。これは、繰越事業の未収特財

を除きますが、今後も厳しい経済情勢が続く中、こうした収入未済額の回収に

ついては、負担の公平を欠くことの無いように鋭意努力を望むものです。

歳出関係では、一般会計における不用額につきましては１億６７２万８,０

、 。 、００円で 予算現額に対して１％を占めております 経常経費につきましては

経済的な執行を行って経費節減に努めたことは認めますが、それ以外では事業

、 、 。 、確定 精算に伴う経費を減額補正しないで そのまま不用額としたもの また

他会計に対する繰出金についても多く見受けられます。特に、社会福祉関係に

ついては予測が難しいという一面もあろうかと思いますが、一層事務事業の内

容を把握の上、さらに整理する時期的なものも勘案し、適切な予算措置を講ず

るよう望むものでございます。その他細部につきましては、お手元に配布しま

した、決算審査意見書をご覧いただきたいと思いますが、地方自治法の規定に

より、町長から審査に付されました、平成１４年度一般会計並びに各特別会計

歳入歳出決算書に表示された係数については、誤りがないものと認められたも

のであります。なお、国の行財政改革に伴いまして、さらに交付税の大幅減額

など、当町においても今後益々厳しい財政状況になるものと思われますので、

今後とも無駄を省いた効率的な財政運営をより一層心がけるよう希望しまし

て、口頭報告とさせていただきます。

。 、議 長 本八件の審査方法についてお諮りいたします 本八件の審査につきましては

議長並びに議会選出監査委員を除く１６名の委員で構成する、平成１４年度各

会計決算審査特別委員会を設置しこれに付託し、いたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声）「
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議 長 ご異議なしと認めます。よって、議長並びに議会選出監査委員を除く１６名

の委員で構成する、平成１４年度各会計決算審査特別委員会を設置し本八件の

審査をこれに付託し、閉会中の継続審査とすることに決定しました。本会議を

休憩します。

（休憩時刻 午前１０時１７分）

（再開時刻 午前１０時２１分）

議 長 本会議を再開いたします。

日程第６、議案第９２号。財産の取得についてを議題と致します。職員の説

明を省略し提案理由の説明を求めます。教育委員会管理課長。

教委管理課長 ただいま上程いただきました議案第９２号。財産の取得についての提案理由

をご説明いたします。

遠距離児童・生徒の通学のため、現在町有スクールバスとワゴン車の計６台

のほか、業者委託により８路線を運行しているところでございます。

、 、 、この内 門静 苫多線を運行している５５人の中型スクールバスについては

平成５年度購入したもので １０年間使用しております 走行距離は１７万８,、 。

。 、 、０００㎞に達しております また 車体外部や内部にも錆が目立ってきており

全体に老朽化が進んできておりますことから、同バスを更新するため本年度、

特定防衛施設施設整備事業交付金により、中型スクールバスを取得し遠距離児

童生徒の通学に万全を図ろうとするものであります。

１、財産の種類でありますが、物品であります。２、名称及び数量ですが、

中型スクールバス１台でございます。３、契約の方法につきましては、地方自

治法施行令第１６７条による４者による指名競争入札でございます。４、取得

価格につきましては、金１,４５９万５,０００円也であります。５、契約の相

手方でありますが、帯広市大通南７丁目８番地、東北海道いすゞ自動車株式会

社であります。次ページをお開き願います。参考として、スクールバスの形式

、 。 、等でありますが ＫＫ－ＬＲ２３３Ｊ１であります エンジンにつきましては

ジーゼルエンジンでございます 乗車定員は５５名であります 総排気量は８,。 。

２２６CCであります。馬力は２２５PSでございます。総重量は９,５４５kgで

ございます。全長は８,９９０㎜でございます。全幅は２,３００mmでございま

す。全高は３,０６５mmでございます。

２、納入期日でございますが、平成１６年３月１５日でございます。また、

取得する中型スクールバスの概要図につきましては、１１ページご参照願いた

いと思います。以上、簡単な説明でございますが、よろしくご審議の上、ご承

認賜りますようお願いします。

議 長 これより本案に対する質疑を行います。

（ なし」の声）「

議 長 なければ質疑を終わります。お諮りいたします。討論を省略し、本案は原案

のとおり承認することにご異議ありませんか。
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（ 異議なし」の声）「

議 長 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 日程第７、議案第９３号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について、日程第８、議案第９４号、厚岸町企業職員の給与の種類及び基

準に関する条例の一部を改正する条例の制定について。以上二件を一括議題と

致します。職員の説明を省略し提案理由の説明を求めます。助役。

助 役 ただいま上程いただきました議案第９３号、職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定について及び議案第９４号、厚岸町企業職員の給与の種

類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由をご

説明申し上げます。

人事院は、去る８月８日に、衆参両院議長及び内閣総理大臣に対しまして、

一般職の公務員の給与等について報告をし、給与の改定について勧告しており

ます。

本年の勧告は、デフレ不況による民間企業の給与抑制を受け、公務員給与が

、 、民間を上回る逆格差の是正のためで 昭和２３年の本勧告制度創設以来初めて

本給月額を引き下げた昨年度に続く、二年連続での本給月額の引き下げとなる

など、５年連続でのマイナス勧告となっております。

内容は、一般職国家公務員の全俸給月額を、１.０７％引き下げるほか、期

末手当を０.２５月分引き下げること。配偶者に掛かる扶養手当を５００円引

き下げること。さらには通勤手当の６ヶ月定期券低廉な価格による一括支給へ

の変更などでございます。

国においてはこの人事院勧告を受け、１０月１０日には一般職員の給与に関

する法律の一部を改正する法律が成立し、１０月１６日に公布されたところで

あり、本町におきましてもこの均衡を考慮し、国に準じた内容で職員給与の改

正をするため、本条例案を上程するものであります。

改正条文の説明をさせていただきますが、今回の改正は、昨年同様、ひとつ

の条例の同一条項について、施行日を変えて改正する必要があります。改正条

例は、二つの条から構成しており、まず条例の一部改正を第一条で行い、第二

条の改正に先行した施行期日を附則で定めております。

第二条で、同一の条例について改正することとなりますが、第一条の規定が

本文に先に溶け込んでおりますので、これが溶け込んだ後に第二条の改正が行

、 。われる改正手法を取っておりますので あらかじめご了知願いたいと存じます

なお、議案説明資料と致しまして新旧対照表を配布させていただいておりま

すので、参考に供していただきたいと存じます。

まず、議案第９３号の説明から入らせていただきます。議案書１２ページを

お開き願いたいと存じます。第一条ですが、職員の給与に関する条例第７条第

３項の改正では、扶養手当の月額を定めておりまして、この規定中、配偶者に

関わる扶養手当の月額を現行、１４,０００円から１３,５００円に５００円引

き下げる内容でございます。これは民間における家族手当の支給状況、子を扶

養する家計負担の実情を考慮し引き下げる内容でございます。

次に１６条の３第２項の改正は、期末手当の算定に掛かる規定ですが、本年
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１２月期の支給割合を１００分の１７０月から、１００分の１４５月に、１０

、 、０分の２５月分引き下げる改正内容で これにより期末手当の年間支給割合は

１００分の３２５月分から、１００分の３００月となります。これは、民間に

おけるボーナスの支給との均衡を図るためものであります。

次に、別表１につきましては、職員の一般給料表を定めているものでござい

ますが、議案書の１３ページの表のとおり月額で定められており、この平均改

定率は、マイナス１.０４％となります。

以上が改正する条例の第１条の関係でございますが、この施行日は、附則に

おいて本年１２月１日とするものでございます。

続いて議案書１４ページをお開き願います。第２条の改正内容についてご説

明申し上げます。前段で説明しましたとおり、第１条の改正が、本年１２月１

日に施行された以降において、さらに条例の内容を改正し、平成１６年４月１

日から施行しようとする内容でございます。

第１５条第２項中の語句で 「月額」を「額」に 「応じて、当該各号に掲げ、 、

る」を「応じ、当該各号に定める」に、それぞれ文言を改めまして、同項第１

号を改めるものであります。この第１号を改める内容ですが、これまで交通機

、 、関により通勤している者に対し 一ヶ月単位で支給している通勤手当について

６ヶ月までの支給単位期間により当該期間の定期券購入に要する金額について

支給する内容となっております。

次に、同項第２項第２号リ中「以上」の次に「４５キロメートル未満」を加

、 、 、 、 。 、えまして 同号にヌ ル ヲ ワを加える内容でございます この改正内容は

４０キロメートル以上の距離で通勤している職員に対して これまで一律２０,、

９００円を支給していたものを、支給額算定の距離を４段階追加し、４５キロ

メートル以上について、５キロメートルを超える毎に９００円がそれぞれ増額

支給となるものでございます。

第１５条第２項第３号中 「応じ 」の次に「前２号に定める額（１ヶ月あた、 、

りの ）を加えて、その差額が４５,０００円を超えるときは、その額と４５,」

０００円との差額の２分の１が５,０００円を超えるときは５,０００円を４

５,０００円に加算したという文言を 「が５５,０００円をこえるときは、そ、

のものの通勤手当に係る支給単位期間のうち最も長い支給単位期間につき、５

５,０００円に当該支給単位期間の月数を乗じて得た」という内容に改めるも

のであります。

この第３号の改正は、通勤のため交通機関を利用して運賃などを負担し、さ

らに自家用車などを使用することを常例とする職員に関わる通勤手当の支給限

度額の改正でありまして、この支給限度額を、５万円から５万５,０００円に

引き上げるというのが改正の主な内容でございます。

次の改正は第１５条第３項中の語句で 「前２項」を「前各号」に改め 「の、 、

支給」の次に「及び返納」を加え、同項を同条第６項として、同条第２項の次

に第３項、第４項及び第５項の三つの項を加える内容です。

追加します第３項では、通勤手当の支給日を定め、第４項では支給単位期間

として支給された手当の額のうち職員の事情によって支給単位期間の途中で離

職した場合などの返納について定め、第５項では支給単位期間の定義を定めて

ございます。

次に第１６条の３第２項の改正についてでございますが、第１条で平成１５

年度の期末手当の支給率が０.２５月分引き下げられる改正が行われ、当該規
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定が条例本文に溶け込んだ後に平成１６年４月１日施行として、期末手当の支

給割合を改正する規定です。

期末手当総体では、平成１５年度と１６年度の支給率の変更はございません

が、６月期及び１２月期の支給割合の率を変更するものです。６月期において

は１００分の１５５から１００分の１４０に、１００分の１５月分引き下げ、

逆に１２月期においては１００分の１４５月から１００分の１６０月に、１０

０分の１５月分を引き上げるものでございます。

以上が改正する条例第２条の関係でございますが、この施行は附則において

平成１６年４月１日にする内容でございます。

次に附則でございますが、第１項は施行期日の規定でございまして、第１条

の規定は平成１５年１２月１日から、第２条の規定は平成１６年４月１日から

施行する内容でございます。

附則第２項、第３項につきましては、給料表の改正に伴い必要となる切り替

え措置について規定してございます。

附則第４項につきましては、本年１２月に支給される期末手当の額について

の特例措置でございます。内容は、今回の改正によって計算される１２月の期

末手当は、本年４月１日から１１月３０日までの間に生じる官民格差相当分と

して、計算される額を減額調整する内容でございます。

附則第５項については、規則への委任規定でございます。

続きまして、議案第９４号、厚岸町企業職員の給与の種類及び基準に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてですが、条項番号が異なるほか改正

内容が先程ご説明した議案第９３号と同様の内容でございますので、説明を省

略させていただきたいと存じます。

なお、議案第９３号と９４号の条例改正に伴いまして、一般会計では約４,

０００万円、水道、病院企業会計を含む全会計で、約５,９００万円の減額と

なりますが、これらに関する予算補正につきましては、１２月の定例町議会に

上程させていただきたいと存じております。ご了承をお願いします。

また、本条例案につきましては過日、厚岸町職員組合とも協議を済ませ、妥

結しておりますことをお伝えし、大変簡単な説明でございますが、よろしくご

審議の上、ご承認賜りますようお願いします。

議 長 これより質疑を行います。２番。

、 、 、２番 こういう厳しい 究極の財政の中で 私も理解できないわけではないですが

職員も我々も一致団結して乗り越えて行かねばならないという気持ちは持って

おります。しかしながら、５年間くらい毎年減額されてきているんですけれど

も、出来れば５年前に遡って給与がどの位減額になって節約されてきたのか、

数字を教えていただきたいと思います。

それと、職員数についても５年前からどういう推移をしてきているのかお教

え願います。

議 長 助役。

助 役 本年の人事院勧告によります職員給与の減額は、平成１１年から引き続き５

年連続して引き下げる内容になっております。平成１１年度は給与費負担分を
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除いておりますが、総額４,４５０万円程。平成１２年が２,６５０万円、平成

１３年が６３０万円、平成１４年が約５,６００万円、本年は特別職の分も含

んでありますけれども、総体で６,０８０万円程。この５年間で１億９,４００

万円が総体で減額されております。

職員数でございますが、四役、正規職員及び嘱託職員を含む給与費で措置さ

れている職員の数ですが、平成１１年が４１８人、１２年が４０９人、１３年

が４０４人、１４年度が３９７人、平成１５年度は３８３人と、１１年度に比

べ２９名の減員となっております。

議 長 ２番。

、 、 。２番 いまお聞きすると ５年間遡って 毎年給与の減額ということでございます

人勧が言う民間との給与の格差なんですが、去年の１２月も私申し上げたと思

うんですけれども、やはり皆それぞれ給与によって長期計画を立てているんで

すね。皆それぞれの家庭がですね。

月に２０万円の給与であれば２０万円の生活設計を立てております。３０万

円なら３０万円のを立ててるんですよ。長期の生活設計をそれぞれ皆、立てな

がら、新築したり、教育費に使ったり計算しながら生活しているわけなんです

よね。

人勧が言うように民間との格差は確かにあるんですけれども、それぞれので

すね生活設計を持っている中でですね、こういうふうに毎年給与を下げていく

ということは大変なことだろうと思うんですよ。

例えば給与表を見て、一番子育てに、また教育費にお金が掛かる３５歳前後

から４０歳前後でどの位の平均的な所得があるか聞かせていただきたいと思い

ます。

それと過去５年間のお聞きしますと、１１年度一人単価にすると１０万６,

５００円くらいの減額になってますね。１２年で６５,０００円、１３年度に

、 。なると１５,６００円ですか 平成１４年になると１３万８,５００円ですよね

それで平成１５年概算で約１５万９,０００円と、年間これだけの給与が下げ

られているわけですよね。繰り返しになりますが、生活設計立てて、これであ

れば一番お金掛かる３０代中、４０代前半は大変なことだと思うんですよね。

厳しいことは分かりますし、職員にこういう負担をかけていくということは

分からないではないんですけれども、果たしてこれが妥当な方法なのか。もっ

と違った方法が何かあるんじゃないのか。

例えば公共事業の中でちょっと工夫すればこれくらいのお金出来ないのかな

と、そういう気もあるんです。

もう一つお聞きしたいのは、５年間こういうかたちで来たんですが、来年も

またそういうことを考えているのかどうかその辺もお聞きできればと思います

がいかがなものでしょうか。

議 長 助役。

助 役 職員の生活給を減額するというのは、大変残念なことであります。それぞれ

扶養等を抱えておられる方もたくさんおられますし、将来の生活設計というも

のをある程度見込んで計画を立てておられるというふうに認識をしております
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けれども、これは昨年あるいは１１年度から５年間連続して職員給与を減額し

てきているわけでありますけれども、組合との話し合いの中でも、我々公務員

の給与は、官民格差というものを人事院が調査を致しましてその差額の均衡を

図っていくという原則に立って給与改定が為されているということで、これは

その調査結果によっては、上がるときもあれば下がるときもあるというふうに

説明をさせていただき、双方そのように組合の皆さんも理解していただいてい

ると認識をしております。

厚岸町役場職員の平均を見てみますと、４３歳、高校卒２５年勤続で配偶者

１、扶養者２名と捉えて計算いたしますと、５年間で約５５万円近い年間給与

額を減額してきているところであります。

これはその年の官民格差というものを捉え、情勢適用の原則と言われており

ませけれども、民間事業者の給与実態と合わせてその均衡を図るということは

地公法で定められておりまして、その手法を取らざるを得ないということをご

理解いただきたいと存じます。

さらには公共事業等でこれらの、本年度でいいますと６,０００万を超える

金額というものは何とか手当てできないのかというご指摘でございますけれど

、 、も ここ数年この公共事業あるいは三ヶ年の事業計画というものをどうするか

町民の皆さんのご要望にどう答えていくかということを、部内でも議論してお

りますが、一般財源の捻出が相当厳しくなってきている。地方交付税をはじめ

とする国からいただいているお金というものが、我々の予測を越えて減額され

てきている状況下にあって、公共事業に充当できる財源の捻出というものが相

当厳しくなってきている状況であります。この公共事業を実施するに当たって

も効率的な財源というものを考慮して事業貼り付けを行っているという状況で

ございまして、公債費あるいは防衛交付金を除いてこれらの財源の捻出が大変

難しいというふうに考えております。

それから、来年度はどうなのかと言うことについては、現段階においてはど

うするこうするということはお答えすることは出来ませんが、民間では、ベア

無しあるいはベア引き下げあるいは賃金カット、リストラなど、相当厳しい状

況が続けられていることでありまして、来年もこの官民の比較と言うことをベ

ースにして給与改定を行わなければならないのでないかと考えております。

議 長 ２番。

２番 ちょっと２回目で言い忘れましたが、今回の給与減額の中に住宅手当は含ま

れているのか。おそらく含まれていると思うんですが、例えば自分の家を持っ

てる方は当然影響あると思いますが、若い職員ですよね。まだ借家住まいだと

いうような職員あたりは、５万だとか６万の借家に入ってると。これは大変若

い人に負担が覆い被さってくるんじゃないのかなという心配もあるんですよ

ね。そういう危惧もされるなと。

先程の配偶者と子ども二人の額で年間５５万円の減額って言ったら大変なこ

とだと思うんですよね。５年間でですね。だいたい子どもを大学までやるとい

ったら日本の場合、４年制ですよね。４年間この５５万があると無いとでは大

変なことだと思うんです。みんなそういう長期的な下に家計をやりくりしてる

んですよね。５年間で５５万ならたいしたこと無いじゃないかって言う人もい

るかも知れませんが、これは大変なことだと思うんですよね。
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来年はどうなるか分からないという答弁なんですけれども、是非ですね、こ

れ以上職員給与についてはですね、減額処置して貰いたくないなと、すべきで

ないと。もっと違ったかたちで財政難を切り抜けていくべきでないかと私はそ

う思うんですが、その辺伺います。

議 長 助役。

助 役 住宅手当の関係ですが、今般の人勧によりまして住宅手当の改正というのが

勧告されてございます。これは昭和２３年に人勧制度が発足されて以来、初め

ての勧告になります、住宅手当の関係につきましては。

これをどうするかという議論は、組合とも協議しまして、国家公務員の場合

の住宅手当、これは、国家公務員は広域移動等があってあるいは官舎等がきち

っと整備されていて、我々のおかれている状況とは違うだろうという議論が組

合側からありました。この件に関しましては現在、持ち家を奨励する意味で、

厚岸町の場合は住宅手当月額持ち家を持たれている方は８,０００円支給して

ございます。これは、触らないと。今回の改定には該当させないということで

話し合いをされておりまして、この度の条例改正にはそれも含まないと言うこ

とにしてございます。

管内の他町村も同様の措置を取られているということでございます。それか

ら、こういう社会経済情勢の厳しい状況の中、５年連続職員給与を引き下げて

きたということ。４３歳の方で見るとこの５年間の減額総体が５５万円弱にな

るというのは大変厳しく、生活設計にも大きな影響があるんではないのかと心

配しておりますけれども、一回目の答弁でもお答えさせていただいております

けれども 「民間準拠」という考え方を基本ベースに行ってきていることであ、

りまして、公務員給与を引き上げるときだけ人勧に従い、あるいは引き下げる

ときはこれに倣わないということであれば、税金を納めていただいている町民

の皆さんにも理解あるいは納得していただけないだろうと考えまして、大変残

念で苦しい思いでありますけれども、こういう措置を取らざるを得ないという

ことをご理解をいただきたいと存じます。

議 長 他に。８番。

８番 第１５条関係で、通勤の関係でお尋ねいたします。いま、職員の中で、町外

からやむを得ないだろうと思うんですが、何名程、企業職員含めて給与に関わ

る関係で支給されている職員は何名程いらしゃるのか。それで、その方の通勤

方法は。

町としても優秀な人を採用するという手前、釧路市内あたりから採用すると

いうことになれば、技術的なものがいらっしゃるのか。最終的に住居の自由と

いうことで何処に住んでもいいという立前になっているわけですが、厚岸町と

してそのことについてどう思うのか、持ち家も含めて問題が出てますが。

以前は、町内に住みましょうというのが、美徳的な発想だったんだが、いま

はそういう時代じゃないと思うのか、そのへんの考えと対応についてお聞かせ

ください。

議 長 助役。
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助 役 町職員の町外通勤者数でございますが、釧路支市から１０名、釧路町から６

名、浜中町から１名です。

今回の条例改正に伴います部分で該当になる人数で４０㎞から４５kmに該当

する職員が９名と捉えております。これは職員に対して出来るだけ町内に住ん

でいただきたいという希望は申し上げておりますけれども、強制は出来ないと

言うことでございまして、通常勤務、８時４５分から５時４５分に定められた

勤務時間に通勤できる範囲内でこれを認めている状況ですのでご理解をいただ

きたいと存じます。

これら町外から通勤している職員は、自家用車を用いて通勤しております。

先程答弁しました４０kmから４５kmが５名、４５kmから５０km以内が９名とい

う数字でございます。数字を訂正させていただきたいと存じます。

議 長 ８番。

８番 いま言われたように強制は出来ない。確かにそのとおりなんですが、町民か

。 、らすれば町内にというか町のために働いていただく その考え方について今後

町長の考えとして口を挟む余地もないのか、中途採用というかたちで資格を持

っているとか優秀だとか技術を持っているとかでやむを得なく、向こうに住ん

でいた方を採用してきてるかたちだと思うんです。

今後もその傾向は強くなると私は思うんです。道路事情も良くなって通勤圏

内が拡がっていくと思いますから。ただ、それに対する基本的な考え方をお聞

きしたい。

議 長 町長。

町 長 いま助役から答弁がございましたとおり、町外から通勤をされている職員が

おるわけであり、私としましては、願わくば厚岸町職員は町内に住んでいただ

きたいと考えております。

しかしながらこれを強制できるものでないことはご承知のことと思うわけで

あります。

しかしながら円滑な町政を推進する上においては、去る９月２６日の大地震

のごとく職員の招集をするに当たってもやはり町内にいるのと町外にいるのと

ではやはり時間差というものがあるわけでございまして、そういう場合を考え

て時はやはり出来るだけ町内に住んでいただき、厚岸町民の福祉向上のために

頑張っていただきたい。斯様にも考えるわけでございまして、私も町長になり

ましてから二年有余立ちましたけれども、町職員の採用に当たってはこのこと

は強く要望しながら面接をしている経緯もありますことをご理解をいただきた

いと存じます。

議 長 １６番。

１６番 いまの質問に加えてお聞きしたいことがあるんですが、人数によっていまザ

ッと計算して、１７名いるといったら、２万１,８００円から２万４,５００円

を平均すると、一人当たり２万３,１５０円で、１７名かけると年間３９万３,
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５５０円になるんですよね。

この金額がどうのというより、民間で考えるとこの金額が多いとか少ないと

いう前に、民間との比較の中で、じゃあ何名くらい増えたら危機感感じて何名

くらいの時にこんなもんでいいべかっていうね、その感覚が僕にとっては分か

らない部分なんですよ。

要するに困ってしまってから対策を講ずるんじゃなくて、いまここまで財政

ゆるくないから何かを見直そうとして一所懸命見直している部分でこうなって

しまってから金額を少しづつ下げましょうっていう部分で、その感覚の問題が

一番先にとらわれてくるんじゃないかと思うんですよ。

平均に給料の多い人も少ない人も、平均に下げるということは、先程２番の

安達議員が申し上げたとおり、給料の格差というものから踏まえて、同じ率で

下げるということは、僕はおかしいんじゃないかと思うんですよ。少ない人は

少ないなりに、多い人は多い人なりに、それが本当の公平だと思うんですよ。

そのへんの感覚もどうなのかなと。人間の感覚の問題だと思うんですよね。そ

れちょっとお聞きしたいと思います。

議 長 助役。

助 役 先程の２番議員のご質問にもお答え申し上げましたが、平成１５年度で３８

３人、特別職も含めて職員がおります。このうち、１７人が町外から通勤して

いる状況で、いま１６番議員、何名以上が町外からどうのというご質問がござ

いましたが、その数については私共は実際にお答えすることが出来ません。

何処に住むかということは本人の自由意思に基づくものであろうと思いま

す。ただ、町長が答弁しましたとおり、公務員としての責務というものがあり

ますから、これは常識の範囲内で通勤可能なところに住んでいただきたいとい

うふうに申し上げるしかお答えをすることが出来ませんことをご理解をいただ

きたいと存じます。

それから、給料表の減額方法ですがこれは先程言いましたが、厚岸町の給料

表に照らし合わせますと、国は平均１.０７％の改定率になりますが厚岸町は

平均１.０４ということで、これは一律一級から八級までの職員で１.０７をか

けた数値をこの給料表に反映しているわけではございません。それぞれの等級

によって、それぞれの号棒によって給料表が改まっていくということでござい

ます。それから、過去の人事院勧告にもございましたが、早期立ち上がり方式

といいまして、若年労働者に対する給与の増額改定というものは為されてきた

経過があり、その経過を踏まえてこの別表１の一般職の給料表が成り立ってい

るということをご理解をいただきたいと存じます。

議 長 １６番。

１６番 町の税金の主たるものを扱っている感覚としてね、人間としての感覚という

ものがやはりとらわれてくると思うんですよ。上に立つ者の。その部分につい

て、国がこう決めたんだから厚岸町はそのとおりでいいんだと。じゃあ、ほか

の町村はそれ以上にやっている部分があるのに厚岸町は決められた部分でやれ

ばいいんだっていう感覚でしかないと捉えていいんですか。
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議 長 町長。

町 長 今回の人勧に基づく職員給与等の改正でありますが、先程来から助役が答弁

しておりますとおり、厚岸町における財政事情も考慮しながら今回の改正に提

案しておるわけございます。人勧から勧告があったからそのとおりやるのかと

いうのかと言うことですが、やはり民間との格差の是正というのが今日の大き

な課題になっておるわけでございまして、人勧におきましてもその点を十分考

慮しながら勧告しておるわけであります。その中で閣議決定した今回の人勧に

おいても、地方公務員については、今日の財政事情、そしてまた民間給与、生

計費等含めて、十分考慮いただきたいという要請をあるわけでございまして、

私としてはこの人勧に基づく給与の改正が妥当のものであるという認識に立っ

て提案をいたしておるわけであります。どうかこの点についてはご理解をいた

だきたいと存じます。

議 長 １番。

１番 いま皆さんのおっしゃったことを尻馬に乗るようで申し訳ありませんが、ま

ず１４ページの１５条の２の手当でですね、いままでは４０kmだったものを６

０kmにしたという意図がですね、いまの議論を聞いていて余計に分からなくな

ってきたんですよね。それで明確にしていただきたいんですが、住居地を強制

することが出来ない。これは当たり前のことでして、そのこととこの条例で新

、 、 、 、 。たに ヌ ル ヲ ワと４項設定したこととは私はまったく別物だと考えます

そうすると厚岸町としては、答弁した担当者も町長としても、特に町長は地

、 、震の時のお話しをだしながら 町民福祉を含めた行政の円滑な推進のためには

町内に住んで貰いたいんだということをおっしゃっていた。余談で申し上げご

ざいませんが、あの時私も役場にすぐ行って目の当たりに見ましたが、１０分

か１５分の間にだいたい７割から８割の職員が、自分のうちを全部投げてこの

対策本部に詰めてますね。これは私は頭が下がりました。涙が出る程感激いた

しました。自分の家を全部捨ててこなければ、その時間には役場の中には入れ

ないわけですから。そういう優秀な職員が厚岸町の行政を支えてるんだと、改

めて思いました。

その時に確かに６０kmも離れたところにいればですね、これはすぐ走っても

一時間では来れないですよね。そういうことを思いますとやはり町長のおっし

ゃるとおり厚岸町内に住んでいただきたい。よしんば東京の方が厚岸町の試験

を受けて入っても、住むのは厚岸町で住んでいただきたい。そうすれば住民税

だって入るし、厚岸町に家を建てれば固定資産税だって入りますからね。

というような意図と、ここで、離れているところの方に通勤手当を出すとい

うことについて、いままでは４０km以上は一律だったのをその上に加算してい

くことはどうも逆の方向のように思われる。どういう意図を持ってこの様な追

加をなさったのか、明確にお答えいただきたい。繰り返しますが、住居地を強

制するという、出来る出来ないという話とはまったく別個の次元の問題だとい

うことを付け加えながらお聞かせ願いたい。

根幹の問題に入りますが、いま私、賛成とか反対とかいう意図ではなく、質

問の段階ですからまったく分からないことを聞いているので、構えないでお聞

かせ願いたいが、こういう議案が出ますと、これは切ないわけですよ。質問す
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る方だって答弁する方だって、職員の生活費を切りつめようっていうわけです

からこれはお互いに切ないわけで、切ない同士の質問と答弁だということだと

思うんで、声も何か湿るんですが、それでお聞きするんですが、こういうよう

な議案が出たときには必ず二方向から、反対意見を持つ方は出るんじゃないか

と思うんです。ひとつには先程来から削られる身になってみろという話ですよ

ね。もう一つは、いまの厚岸町の財政や経済状況から考えて、こんなものでい

いのかという式の議論も当然出てくると思います。論理的にはね。

それで町の考えを明確にしていただきたいんですが、今回のマイナス調整で

すが、これは官民格差の是正、民間準拠という意図から、人事院勧告がされ、

それに厚岸町も倣うという趣旨というふうにいまの議論を聞いていて思いまし

。 、 、 。た それで いま 財政が大変だという話は枚挙にいとま無く聞いております

地方交付税がどんどん減らされていくという話もいま答弁の中にありました。

そうすると、厚岸町の財政に使用するお金そのものの、総額がどんどんしぼん

でいく状況にあると。そういうことから、単独でやれるのかやれないのかとい

う話から合併なんていう話も出てくると思うんですけれども、そういう財政の

非常に危機的状況を立て直すための健全化計画という面からいって、人件費を

どの程度に抑えなければならないかという議論から、これは総額論からいくで

しょうからその全体に占める人件費の割合が突出してしまえば、押さえざるを

得ないわけですから。

その時に、一人頭で削るのか、人数で削るのかという極論まででてしますか

と思います。そういう議論と今回のこれとはまったく別物なのかどうか。それ

とも今回、人勧に依拠してこれだけ給与を下げざるを得ないということで、少

なくとも平成１６年度についての給与問題はこれで終わりという財政再建計画

と連動してというかその一部なのかという点についてが、いまの答弁や議論の

中からは明確でないので、その点町の考えをきちんとお聞かせ願いたいわけで

あります。

議 長 助役。

助 役 この度の条例改正案のうち、通勤手当の改正趣旨でありますけれども、これ

は先程も述べましたとおり厚岸町外からの自家用車による通勤者が現実に存在

しているということ。

それから、人事院勧告で勧告されております民間における通勤手当の支給状

況を勘案しまして、新たに４段階、自動車通勤による通勤手当の額を引き下げ

るという改定内容を行っております。これは先程、提案理由説明でも申し上げ

増したが、４０km以上ということでいままでは一括りにしておりましたが、そ

れ以上は５km毎に段階を設けて改正をさせていただいているという内容でござ

います。

この度の勧告の趣旨を踏まえて条例改正の内容を上程させている内容でござ

いますけれども、これらの状況につきましては、一人、人勧に倣ったという考

え方ではなく、厚岸町のおかれている財政状況は非常に厳しいということでご

ざいまして、この人件費の抑制方法としまして、人勧に基づく今回提案させて

いただいた内容、その他に現在組合とも協議しておりますし、財革委員会とも

議論しておりますのは、例えば特殊勤務手当の見直しあるいは寒冷地手当の見

。 。直し これらにつきましても見直しする方向で現在検討作業を進めております
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いずれにしましても財政のおかれている状況非常に厳しいものがありますが、

これらについては総合的にこれを進めていかなければならないというふうに考

えてございます。

（ 答弁じゃないな、これじゃな 」の声）「 。

議 長 １番。

１番 本会議ですから三回しかないんですよ。そういうコンニャク答弁されたんじ

ゃ何が何だかさっぱり分かんないんですわ。まず第一に、通勤手当についてな

んの答弁にもなってないですね。提案理由の説明繰り返しただけでしょ。私が

聞いてるのはね、町としては町内に住んで欲しいんだという基本的な考えを持

ってると。当然、面接でもそういうことを言うと思いますよ。それと、ここで

もって、ヌ、ル、ヲ、ワと遠くから通って結構ですよ。お手当出しますよって

いうこのいわば規定をですね、付けたということの間が矛盾しないのかって聞

いてるんですよ。

ちょっといまの助役の答弁から、趣旨を伺わせるものがひとことだけありま

したが、それを私のほうから言いますね。人事院勧告の段階に合わせたから。

人事院勧告でそうなっているからそのとおりにやったんだということですよ。

それ以外には意図と思われるものはまったく見えてこない。今回はこうだった

んですけどこうしました。

私が聞いてるのは何故やったんですかって聞いてるんですよ。答弁なってな

いですよ。議長この旨は考慮してください。

それから二件目ですが、これも私がお聞きしてることと答弁になってないで

すね。総合的に色々ありますけれども、今回は財政も厳しいので今回は人件費

の抑圧を図りました。それは何かというと、人事院勧告は民間準拠、官民格差

の是正ということを言っておりますので、同じ率で削りました。

私が聞いてるのは、今回は人勧も出てることだし、民間準拠、官民格差の是

正という範囲でもってやったと。しかし、財政再建計画に基づき大なたを振る

わなきゃならないことが考えられるであろうと。それとこれとは別なんだとい

、 、 、うことなのか それとも大なたの一環として 少なくとも１６年度に関しては

給与というものに関しては、財政の健全化を行う一環の中のひとつとして前も

ってこれだけやったのかということを聞いてるんですよ。何はともかくという

ような話をされては、私の質問に対する答弁にはなってないんじゃないかと思

うんですがいかがでしょう。

こういう答弁でもって一回づつ、はいあなた三回で終わりですよと言われた

んでは議会の議論になりませんよ。よろしくお願いします。

議 長 通勤手当の今回の改正につきましては、先程来の質疑のとおり、一方では出

来るだけ町内に住んでいただきたいというお願いをしている。一方では長距離

通勤者に対する手当をしている。

、 、 。 、施策的には 改正内容は これと逆行するかたちになっております これは

十数名の職員が町外から通勤されているこれらの方々はそれぞれやむを得ない

事情があって町外から通勤されているものと認識しておりまして、これらの措

置をするのはやむを得ないだろうということでこの改定をさせていただくべく
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上程させていただいておりますことをご理解をいただきたいと存じます。

この度の人勧に基づきます改正は、全体の町財政状況とはまったく関係ない

とは言えませんけれども、この人勧というものを尊重したかたちでこの改定を

行わせていただきたい。これとはまた別に厚岸町の財政状況を勘案したかたち

で他にその人件費等の抑制策が出来ないかということにつきましてはこれは今

後とも検討協議を進めてまいりたいと思いますのでご理解をいただきたいと存

じます。

議 長 １番。

１番 そうするとこの１５条第２項の規定については、人事院勧告の中にこういう

枠があるからそれを参考にしてというかあるいは尊重して付けたというもので

はなくて、厚岸町が独自に考えたわけですね。

それは、厚岸町の理事者の考えとは相矛盾するものではあるけれども、人道

的見地からこの様なものはやらざるを得ないということで厚岸町が望むことと

。 。は逆行するという条例の作り方なんだけれどもやったと そういうことですね

その次の全体的な話ですが、財政の健全化計画というかたちで今後あらゆる

分野で大なたを振るうというものについてはまた別途考えざるを得ませんと。

職員給与、この場合一人当たりとか人数とかの具体的な問題は何も出てないの

でここで先走ったことはいえないと思いますが、大なたを振るう場面はこれか

ら出てくることは十分に予想されますよということだと。大変辛い話なんです

が、いまの答弁はそう聞こえました。

であるとするならば、なるべく早いうちに、ある部分だけ大なたを振るいま

すと言ってそこだけの話をするんではなくて、全体の中でこの分野では何割、

。 、１００億あったとしたら３割なら３０億ですか というふうにこの分野は何割

この分野は何割と。概算でもそういうものをきちんと示してからでなければ出

来ないと思うんです。そういう大きな全体像を早急に示す必要があるんではな

いかと思われますが、そうでなければこの様なかたちでですね、今回はまあ人

勧に倣うということでこの様に出てるというわけですから別個だとおっしゃる

ものの、やはり今日の財政状況とは関係ないわけじゃありませんよね。

一部一部のものしか出てこないかたちで、全体像が見えなければ、これはや

はりその対象になる分野の方達の不満だけが残るというかたちになりかねませ

んので、厚岸町がこれから団体として存続していくためにはこういう厳しい状

況がくると。その中のこれなんですという話は、早急に示す必要があると思い

ますがその点はいかがでしょう。

議 長 助役。

助 役 前段の改定内容の４項目の追加内容ですが、これは人勧に倣ったかたちでの

改正でございます。考え方としましては先程答弁しましたとおり、町外からの

通勤者がいると。これは公務を背負っている職員として、出来るだけ町内に住

んでいただきたいという考えはございますが、それぞれの家庭の諸事情によっ

てやむを得ず町外に居住せざるを得ないという職員でありますから、これらの

職員に対する対応につきましても、この項目を増やすことによりそれなりの措

置を取りたいということでこの改正を上程させていただいております。
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財政状況に関するお話しですが、財政改革委員会、庁内の部内組織で検討し

ております。これらの検討状況につきましては最終的にこういう方針でという

形を示すのではなく、中間報告といいますか、現在審議しております内容につ

きまして出来るだけ早い機会に議会にもお示しをして、さらには広報を使って

その報告をすべく現在作業を進めております。

いずれにしましても、大変厳しい財政状況にありますし、今後も続くだろう

と。来年度は公債費の償還で１８億を超える最大ピークを迎える状況もありま

すし、交付税も減額されている状況を鑑みて、一人人件費のみならず、財政状

況を勘案し、あらゆる場面で無駄を省いたりあるいは応分の負担をいただくこ

とも合わせて現在検討している最中でございます。これらにつきましては出来

るだけ早い時期に最終方針決定を待たずに、中間での報告もさせていただきた

いと考えますのでご理解をいただきたいと存じます。

議 長 １４番。

１４番 給与の問題についてですね、いままで質疑が行われておりますので重複しな

いように私なりの観点で若干質問をしたいと思います。

いま国がとっている構造改革ですが、結局、大銀行や大企業には税金をどん

どん注ぎ込むけれども、日本経済の６割を占めるという一人ひとりの家計です

ね、ここをどう手助けしていくかという点ではまるっきり反対の方向に行って

いるんですね。負担はどんどん増やす。年金のように現在貰っている給付額を

減らしてしまう。家計が暖まりっこないんですね。それで日本経済というのは

泥沼に落ち込んでしまっている。そういう観点で今度の人勧に基づく給与削減

、 。について考えてみますと 先程お話しにありましたようにこの５年間で約２億

今年度は約６,０００万ですね。５年間の家で一番大きな額減らされる。

こういうことがですね、地域経済にも影を落としているんではないのかと思

うんです。税金や予算の使い道が、国の場合、まったく逆立ちしているんでは

ないのか。そういう考えを私は持っております。

いってみれば地域経済に落ちるべきお金が２億落ちなかったということがい

えるんではないのかと思うんですね。その点についてお考えを伺いたいと。

それから、人勧の問題でありますが、官民格差の是正というふうにおっしゃ

っておられるが、昨年と今年、人勧で初めて月額が減らされましたね。いまま

では年収が減らされてましたが。昨年の人勧によって賃下げが行われた。これ

が今年の春ですね、やはり民間の給与そのものを下げさせた、いわば賃下げの

悪循環がやられているんではないのかと私は思うんです。

官民格差の是正といっているけれども、中身はそんなものではないのかなと

いうふうに思うんですね。

もう一つは、働くものの権利という点からいってどうなのかと。そもそも人

事院が置かれたのは、公務員からストライキ権を剥奪して、その代償機能とし

て人事院が置かれたことはご承知のとおりであります。そこで、賃金問題につ

いては人事院が勧告するということが行われてきたんですね。

ところが５年前に、それまではプラス勧告であったが、マイナス勧告になっ

たと。そのことを考えればいわゆる人事院の代償機能というものが既に失われ

ているのではないのかということだと思うんですね。本来の目的を果たしてい

ないと。
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次に、条例でも明確になっておりますが、４月に遡って期末手当で調整を図

るというのは、不利益不遡及の原則に反している。最高裁の判決にも反してい

ることではないのか。この点はやはり私は厳しく問われなければならない問題

ではないのかと思うんです。そういうことについてどのようにお考えでしょう

か。

財政の厳しさという問題もありますし、地域の中では職員給与は高すぎるの

ではないかという声もありますね。そのへんについてもう一度あなた方のお考

えをお伺いいたしたいということなんですね。

、 。仮にこれを認めるにしても 給与の削減によっていわば浮いたお金の使い道

私は、福祉や医療、教育あるいは雇用の確保に充てられなければならないので

はないのかと思いますが、その点はいかがですか。

議 長 助役。

助 役 地方自治体が現在置かれている状況は、ただいまご質問者のいわれていると

おりの部分がございまして、あらゆる分野で国民に対する負担増あるいは給付

減という部分が進められて検討されているようでもありますし、一部進められ

ている部分はあります。大変心配しているわけであります。

この度の給与改定に伴い枡影響額、６,０００万を超えるということでござ

いまして、これはすなわち町に環流するお金が減るわけですから、全額とは申

せませんけれども町の消費購買力の減退に繋がるというふうに考えておりま

す。

さらには公務員の給与の減額というものが民間に与える影響というものが多

少なりとも無しとはいえないだろうと私共考えておりまして、例えば農協、漁

協、他の民間企業につきましても一定の影響を与えるのではないかというふう

に心配をしております。

ご質問者ご指摘のとおりこの人勧制度は、労働三権のうち、団体交渉権ある

いは争議権というものを制約されている公務員にとりまして、第三者機関によ

る中立的立場での官民の給与格差を調査し、それについて民間準拠あるいは情

勢適用の原則を持って給与の是正勧告をしていくことは、今後も必要なことと

考えておりますし、不利益不遡及の原則に関しましてはこの原則を堅持しなけ

ればならないということは重々承知しておりますし、さらにはこの件に関して

は昨年も御議論いただきましたが、この度の改正手法というのは、不利益不遡

及には当たらないというふうに我々は考えてございます。

しかし、考えていただきたいのは、民間の給与決定に当たっては、それぞれ

労使が対等の立場で交渉し、年度当初にその年間給与月額というものを定めら

れている。この状況を見て、年度途中でもってその格差を比較して、４月の給

与ベースを基本として公務員給与というものの是正を図らねばならないという

特殊なものであるということを是非ご理解をいただきたいと、そのように思い

ます。それが附則の第４項で謳われている内容でございます。一方では町民の

皆さんには親方日の丸で公務員給与は高いじゃないかというご批判もいただい

ております。これらにつきましては、条例でありますから町の経済状況も勘案

しなければならないのは勿論のことでありますけれども、情勢適用の原則とい

うことと他自治体との均衡を図らなければならないということ。これらを勘案

してこの改定条例案を上程させていただいておりますことをご理解をいただき
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たいと存じます。さらには、ここで６,０００万円を超える額が減額になるわ

けでありますけれども、この使途につきましては、減債基金、財政調整基金そ

の他社会福祉等の施策対応について維持存続していかなければならない教育施

策多々あります。それらの財政需要に使って貰いたいと考えております。

また、これらの基金への積み戻しについては、昨年も答弁させていただいて

おりますが、組合からの要請もあることをご理解をいただきたいと存じます。

議 長 １４番。

１４番 ご答弁いただきましたが重ねてですね、議論するつもりもございませんが、

、 。もう一つ先程落としましたが 給与引き下げというのはそれだけに止まらない

いろんなものに波及していく。これは年金にも波及していきますね。その他色

々な生活保護費の引き下げにも繋がっていろんな面で影響が大きいものがある

わけです。これは厚岸町だけではなく全体の問題としていえるのではないのか

と。それで、もう一つはこれからの財政運営をどうするのかと。先程議論があ

りましたが、これは２８日に議会に一定の説明をなさるということをおっしゃ

っておられるようです。私は１２月議会はひとつはこの中身が大きな論点にな

るのではないかと考えているわけですが、どういうものなのか。いまご答弁出

来るものがあればご答弁願いたい。

議 長 助役。

助 役 この度の改定にあたっての影響につきましては、議員ご指摘のとおり月齢給

に触ると。これは去年も行われているわけですが、これは年金にも波及します

し、退職金にも波及するということで、長期的に見ても大きな影響があると。

単年度で見た場合は６,０００万というお話しを申し上げてますが、それ以上

の影響額が出てくるということを考えておかなければならないと思います。

そのことは、町に環流してくるお金、将来年金あるいは退職金というものも

含まれてくるわけですから、そちらも減額されると。大きな影響があるという

ふうに考えております。

今回の改定以外に、平成１４年度スタートとした財政改革プログラムという

ものを立ち上げまして、１４～１６という計画を作り、それを１４,１５で実

行してまいりました。１６で当時計画した内容では、９億６,０００万の赤字

になるという予測を建て、それぞれ単年度３億円づつの財源捻出が必要だとい

うことで、短期プログラムを作り、それを１４年度１５年度と実行してまいっ

ております。これは金額的にはこの３億というものを達成しております。ただ

しかし残念ながら当時の予測以上に先程何度も答弁させていただいております

が、国から入ってくる金がどんどん減ってくる状況下でこの第一期の財革プロ

グラムを実行しているだけでは間に合わないという財政推計を立てました。

この推計につきましては議員の皆さんにおかれましても、９月と記憶してお

りますが一部ご説明しております。そういう状況下におきましていま何をすべ

きかということを全職員挙げて議論してまいりました。

その中間報告を来る２８日に議員の皆さんに中間報告というかたちでご説明

したいと考えております。その内容につきましては、敬老年金の一部改正、国

民健康保険税の一部改正、手数料あるいは証明手数料の一部改正、あるいはパ
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ークゴルフ場の有料化といったような様々な分野に及ぶ内容でございます。

それらにつきましても議会の皆さんのみならず、町民の皆さんにもお知らせ

すべく現在その作業を取り進めている最中でございます。

議 長 他にありませんか。３番。

３番 二点程ご質問させていただきたいと思います。一点目ですが、先程来議論を

聞かせていただきました。１６番議員のほうから給料の関係でご質問があった

わけですが、ちょっと聞き漏らしたものですからこの点について確認したいと

思います。

少なくとも今回の改定にあたって、人勧と町の考え方について町長からは現

状の厚岸の財政状況含めて推計などを、数字は別にしても町として答申してき

たと伺ったんですが、その後、１番議員からの質問中、将来に向けての財政推

計について判断していくうえで、今回については人勧の意見を概ね踏襲してい

るというふうにぼくは、はて、どっちだったのかなというふうに伺ったもので

すから、そのへんについて僕は少なくとも最初に申されたように、町長のいわ

れたように確かに町民の皆さんは現状判断するに人勧以上に厚岸町の財政を判

断するに非常に厳しいものがあるという声は皆さん周知の通りだと思うんです

が、その中で町長はそういうものも含め、総体的に今回の提案と僕は理解させ

ていただいたんですけれども、その後、１番議員さんから財政推計含めて町と

して独自の考えはどうだったんだと、こうしたご質問のときに、助役さんから

は、ちょっと僕は聞き取れなかったのかどうか分からないんですけれども、む

しろ人勧を主体にというふうに聞き取ったものですから、そのへんあやふやな

ものですからきちんと答弁していただきたいと思います。

それからもういってんですが、２９名程、５年間で人員削減されている。こ

れにつきましてはおそらく自然減が入っているんだろうなと。退職される方、

。 、新規採用される方を少な目にして５年間でこの数字になってる そうしますと

どちらかというと構造的に、企業としては段階的に構造上ひずみが出るんです

よね。５年間分人員削減してきているというのは経営者として甚だ良くないの

ではないのかと。そのへん将来もこの方法を取っていくのかどうか。当然、将

来の財政推計などもきちっとした上で、この人員体制含めてまだ整理がつかな

い段階なのかも知れないけれども、私はいつまでもこの様な方法で自然退職さ

れる方の人数を削減していくということは、次世代の厚岸町を考えるに良い方

法ではないと考えますのでこの辺についてよろしくお願いいたします。

議 長 助役。

助 役 まず一点目ですが、この度の給与改定の内容でございますが、これはあくま

でも民間に準拠しなければならないという状況下にあって、官民格差というも

のの根拠になる調査資料というものを、人事院が作り上げて、この勧告を妥当

として厚岸町は条例を上程させていただいていると。

今回上げさせていただいた内容のほかに、財政改革には人件費の抑制も含ま

れますけれどもそれらにつきましてはまた別途議会のご審議を煩わせてしまう

ことになりますが、別途協議を進めている最中ですのでご相談を申し上げたい

と思います。
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二点目の職員数の削減問題ですが、これは、職員適正管理計画というものを

作り、その計画に基づき職員の定員抑制を図ってきておりますが、この計画以

上に人員削減が行われております。これは自然減というふうにおっしゃってま

すが、退職に伴う補充というものをまるっきりゼロということではなくて、現

在考えておりますのは４割程度の職員は補充していかなければならないだろう

と。退職者の６割カットというものを一応の目安にして、現在、採用作業を進

めております。

議員ご指摘のとおり、各年度によって採用人数に大幅な増減があるというこ

とになりますと、職員の年齢構成が大きく変わってまいります。その際に人件

費の将来推計などを建てるときに大変苦慮することになります。それらも念頭

に置きながら職員の数の適正化を図って参りたいと考えております。

議 長 ３番。

３番 私は決して、少なくとも給料は、厚岸町役場職員の皆さんが胸を張ってこう

なったんだときちんと町民の皆さんに理解していただくためにも、僕はきちん

としたほうがよいと思ったものですからあえてこの様に再質問させていただい

たんです。

町長から、現状の収入状況、財産状況把握した中で将来の財務推計について

は非常に厳しいものもある。それらも現時点での判断でこういう判断に人勧含

めた中できちんと全て網羅した中で判断したということでよろしいんですね。

議 長 町長。

町 長 お答えをさせていただきます。人事院勧告制度につきましては、先程から議

論があったとおりの内容になっておりますが、しからば強制力があるのかとい

えば、強制力は別にないわけであります。しかしながら、地方自治体において

は、可能な限りそれが尊重されるべきものであるということで厚岸町におきま

しても昭和６０年以降、人事院勧告に基づいて実施をされておるわけでありま

す。当然、その中には厚岸町の財政事情というものも十分に考慮されるもので

ある。斯様に認識を致しておるわけでありまして、今回の提案につきましても

そういう考え方に基づきまして提案しておるわけでございます。

議 長 他にありませんか。

議 長 なければ質疑を終わります。はじめに議案第９３号職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてお諮りいたします。

討論を省略し、本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声）「

議 長 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 次に議案第９４号厚岸町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてお諮りいたします。
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討論を省略し、本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声）「

議 長 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 昼食のため休憩します。再開は午後１時とします。

（休憩時刻 午後０時０８分）

（再開時刻 午後１時００分）

皆様にお諮りいたします。会議録署名議員の議 長 本会議を再開します。この際、

指名を日程に追加し、追加日程として日程の順序を変更し、直ちに議題といた

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

議 長 ご異議なしと認めます。

よって、会議録署名議員の指名を日程に追加し、追加日程として直ちに議題

といたします。

本日の会議録署名議員として指名しておりました３番安達議員が所用のため

途中退席しておりますので、新たに４番小澤議員を本日の会議録署名議員とし

て追加指名いたします。

議 長 日程第９、議案第９５号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、日程第１０、議案第９６号 教育長の給与及び勤務時

間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、日程第１１、議案第

９７号 町長、助役及び収入役並びに教育長の期末手当の支給の特例に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、以上三件を一括議題とします。職

員の説明を省略し提案理由の説明を求めます。助役。

助 役 ただいま上程いただきました三件の条例の一部改正について、まず議案第９

５号の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

から提案理由のご説明を申し上げます。

先程、上程いたしました職員の給与に関する条例の一部改正でもご説明しま

したとおり、本年の人勧につきましては２年連続の基本給の引き下げなど、民

間の厳しい情勢を反映した内容のものでございました。

また、昨年は町長、助役及び収入役の給料額につきましても、一般職の引き

下げ内容に準じた給料月額の引き下げ等を実施し、さらに期末手当につきまし

ては人事院勧告に基づく引き下げとは別に平成１４年度から平成１６年までの

３年間は、年間０.１５月分を減額する特例条例により実施をして来ていると

ころでございます。

しかしながら先の一般職の議案でご説明しましたとおり、職員にとりまして

２年連続の給与引き下げなど大きな給与減額の措置をすることに対しまして、

理事者自らも同様の引き下げ改定を行う必要があると考え、去る１１月１２日
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に厚岸町特別職報酬等審議会へ改正内容について諮問し、その結果、この考え

で引き下げることが適当であるという答申をいただきましたので、これを尊重

させていただき、本条例を上程するものでございます。

議案書２２ページの改正条文の内容でございますが、一般職給与条例の改正

同様に施行期日を変えて改正する必要がありますことから、２条からなる改正

条文となっております。

まず第１条では、条例第５条第２項中の、期末手当の支給割合について、職

員の期末手当の支給割合と同様に１２月期の支給割合を、１００分の２４０月

から、１００分の２１５月に、年間１００分の２５月分を引き下げる改正内容

でございます。

また、別表では給料の月額を定めてございますが、町長は現行月額８７６,

０００円を９,０００円引き下げまして、８６７,０００円。助役につきまして

は、現行７２８,０００円を８,０００円引き下げ、７２０,０００円。収入役

につきましては現行の６５７,０００円を７,０００円引き下げ６５０,０００

円に改める内容でございます。

この改定額につきましては、説明の冒頭で申し上げましたとおり、一般職員

の引き下げ額の率に準じた改定となってございます。

以上が第１条の改正内容でございますが、この施行は附則において本年１２

月１日とするものでございます。

次に第２条の改正でございますが一般職員と同様に、年間支給月数の変更は

ございませんが、平成１６年度以降の支給月数について、６月期と１２月期の

支給月数を調整し、６月期においては１００分の２２５月から１００分の２１

０月に、１２月期におきましては１００分の２１５月から１００分の２３０月

に改める内容でございます。

以上が第２条の改正内容でございますが、この施行は附則において、平成１

６年４月１日とするものでございます。

次に附則の関係でございますが、第１項は施行期日の規定ですが、先程申し

た施行期日のとおりでございます。附則第２項は、議案第９３号 職員の給与

に関する条例改正同様、本年１２月に支払われる期末手当の額は減額調整を行

い一般職同様に年間支給額の調整を行う措置の内容でございます。

次に議案書２４ページ、議案第９６号 教育長の給与及び勤務時間等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてでありますが、第１条の改正で教

育長の給料の月額を、現行の６５７,０００円から７,０００円引き下げ、６５

０,０００とする。

第１条及び第２条の改正内容は、条項の番号が異なるほか、先にご説明いた

しました議案第９５号と同様の内容でございますので、ご説明を省略させてい

ただきたいと存じます。

なお、これらの改正に伴い、四役の給料においては本年度、約１４０万円の

減額となりますが、予算の減額補正につきましては１２月開催予定の定例町議

会に上程させていただきたいと存じます。

次に議案書２６ページの議案第９７号 町長、助役及び収入役並びに教育長

の期末手当の支給の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定についてご

説明申し上げます。四役の期末手当の支給の特例条例につきましては、先の議

案第９５号の説明でも申し上げましたとおり、町長、助役及び収入役並びに教

育長の期末手当を、平成１４年度から１６年度までの３ヶ年間、期末手当の支
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給割合を、６月期に１００分の５月分、１２月期に１００分の１０月分の年間

１００分の１５月分、四役合わせて約５０万円、引き続き引き下げる内容のも

のであります。この改正条例の改正の規定につきまして、先に提案説明申し上

げている議案第９５号と９６号の改正により、下となる条例の支給割合が改正

になりますので、これと連動するかたちで規定されているそれぞれの支給割合

について、年間１００分の１５月分を削減する内容に変更が生じるために、こ

の改正を行うものでございます。

なお、この条例の施行日につきましても先に説明の条例の改正同様、附則に

規定のとおり二段階での施行となります。

以上大変簡単なご審議の上ご承認いただきますようお願い申し上げまして提

案理由の説明とさせていただきます。

議 長 これより質疑を行います。９番。

９番 職員の給与に関する条例１６条の３第４項並びにこの条例の施行規則１８条

の２項、いわゆる期末手当に対して特別職は１００分の１５。８級職で１００

分の１５。７級から６級で１００分の１０。５級から４級で１００分の５を加

算するとありますが、これはいつから施行されたのか分かりませんけれども、

９月定例会でですね、中屋議員がこれを見直すべきでないのかという質問をし

たところ、町長は、検討するというお答えをしておりますが、今回のこの改正

に伴ってこのことを検討したのかどうか。そのことをお聞きしたい。

議 長 町長。

町 長 お答えさせていただきます。いまお話しございましたとおり９月議会に於い

て、特別加算額についての議論があったわけであります。それに基づいて今回

の改正について種々論議を重ねたわけであります。

今回の場合は現行どおりということでご提案いたしていることをご理解をい

ただきたいと存じます。

議 長 ９番。

９番 何と言いますか、この条例が改正されたことについても私、記憶にないわけ

であります。おそらく５５、５６年頃ではないかと思いますが、当時も私議員

もやってましたが、これを見ますと非常に上には厚く下には薄いといわざるを

得ないわけです。

おそらくこのクラスに属する職員並びに管理職手当も毎月貰ってるはずだと

思います。それからこの金額、資料で出して貰ったんですが、昨年で５,２６

０万円。１３年度で５,３２６万５,０００円。１２年度もだいたい同じくらい

ですね。

、 。職員の給与に関する条例の審議の中で 今回の削減でもって５,９００万円

だいたいそれに匹敵するくらいのものが加算されていっているんですね。です

から私は先程の議論のとおり、下の職員が本当に生活できないんでないのかと

いうような心配もされているわけですが、ここらあたりをもう少し考えていく

必要があると思うんですが。
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、 、 。阿寒町あるいは音別町は 音別は特別職だけですが これを廃止してますね

他町村でも今回の人事院でもってこういった傾向が出てくると思うんですよ。

他町村とも連携を取り合って、おそらく町民はこんなことわからないと思いま

すよ。私でさえ去年の人勧の時にはじめて分かったんですよ、この１５％。

やはり今後はね、財政もこうなっているんですから、見直していただきたい

と思いますがどうお考えですか。

議 長 助役。

助 役 この期末・勤勉手当における役職加算の内容でございますが、この条例改正

は、昭和４６年の国家公務員の給与法の一部改正で 「１００分の２５以内の、

額を手当算定の額に加算する」という改正が行われております。

この１００分の２５という数字を厚岸町の場合は持ってこないで、最高１０

０分の１５ということを当てはめ、級別に役職加算分を規定していると。さら

に平成２年の給与法の改正で、１００分の２５とありましたのが、１００分の

２０以内というふうに改められております。

これも人事院勧告で勧告を受け、現状のそれぞれの級毎に５％から１５％の

役職加算を行っていると。これはご指摘のとおり職員の給与に関する条例の第

１６条の３第４項で規定しておりまして、さらには特別職の職員の給与に関す

る条例第４条第３項で議会に条例提案させていただき議決をいただき今日に至

っていると。

この支給状況につきましては、管内においてはほぼ同様の取扱がされてきて

おります。ただ、平成１５年度に限って、阿寒町は管内他町村とは異なり、こ

の備考欄に記載されている内容の措置を取られているという状況です。

音別町の特別職につきましては、１４年６月から１０％という役職加算割り

の減を行っておりますが、音別町につきましては四役の給料月額は変えてきて

おりません。現段階では例えば町長の給料月額を比較しますと、音別町のほう

が２１,０００円高い給料月額を設定したままになっている状況です。

それらを勘案しましてこの役職職加算分につきましては、先程町長がご答弁

申し上げたとおり、部内でも協議いたしましたけれども、現行のままで据え置

きたいという考えでございますのでご理解をいただきたいと存じます。

議 長 ９番。

９番 今年は見直す気持ちはさらさら無いというご答弁でございますが、やはり財

政が苦しくなって来れば、こういったものも見直していかなければならないん

ではないかと思うわけですが。今後財政が好転してくれば別ですけれども、苦

しくなった場合、これらも見直しの対象になるのかならないのか、町長のお考

えを聞きたいと思います。

議 長 町長。

町 長 お答えをさせていただきます。まず、町長はじめ四役、すなわち特別職にあ

、 。 。るものは 職員の範にならなければならない これは給与も含めてであります

その中で特別職につきましてご承知のとおり人事院勧告に準ずるものではあり
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。 、 。ません 厚岸町特別職報酬等審議会に諮り 決定しておるところでございます

これは、町議会議員も同様であるわけであります。そういう意味におきまし

てご承知のとおり基本手当につきましては、人勧に準じた一般職の期末勤勉手

当の支給割合引き下げに倣いまして、１３年は１００分の５の、また１４年も

１００分の５の引き下げを行ってきておるわけであります。

さらに厚岸町独自として平成１４年から平成１６年までの３ヶ年間、これに

１００分の１５月分の減額を上積みしておるところであります。特例条例を設

けておるわけでございます。そういう減額措置をしてきているわけでして、そ

の結果三ヶ年の年約５０３,０００円の削減であります。

今回上程されております削減額は、５５４,９４８円という、厚岸町独自の

特例条項を設けて減額しておるわけでありまして、このことについてはご理解

をいただきたいと存じます。

しかしながらただいまご指摘ございましたとおり、今日の厚岸町の財政、大

変厳しい折であります。今後の課題として、９月議会においても答弁を致して

おりますが、今後の課題として検討させていただきたい、斯様に考えておりま

すのでご理解をいただきたいと存じます。

議 長 他にありませんか。なければ質疑を終わります。

はじめに議案第９５号 特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてお諮りいたします。討論を省略し、本案は原案のとおり決定する

ことにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声）「

議 長 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 次に議案第９６号 教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてお諮りいたします。

討論を省略し、本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声）「

議 長 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 次に議案第９７号 町長、助役及び収入役並びに教育長の期末手当の支給の

特例に関する条例の一部を改正する条例の制定についてお諮りします。

討論を省略し、本案は原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声）「

議 長 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 日程第１２、議案第９８号 平成１５年度厚岸町一般会計補正予算を議題と

致します。職員の説明を省略し提案理由の説明を求めます。行財政課長。
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行財政課長 議案第９８号 平成１５年度厚岸町一般会計補正予算９回目の提案理由をご

説明いたします。

平成１５年度厚岸町の一般会計補正予算は次に定めるところによる。第１条

歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ２,６１９万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

９４億３,２９３万１,０００円とする。第２項、歳入再歳出予算の補正の款項

の区分及び当該区分毎の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表

歳入歳出予算補正によるものでございます。

。 、 、 、次ページお開き願います 第１表 歳入歳出予算補正ですが 歳入では３款

３項、歳出では５款、７項にわたってそれぞれ２,６１９万７,０００円の増額

補正であり、今回、特定防衛施設周辺整備調整交付金の第二次交付分決定に伴

い、事業費調整として９事業、都合による取り止めが１事業、新たな事業とし

て５事業の計１５事業の補正を行うものであります。

今年度の特定施設周辺整備調整交付金は、第一次交付分が５,７３０万２,０

００円、第二次交付分が６,５９４万８,０００円、SACO分が１億５,７００万

円の 計２億８,１２５万円となっており 現予算額と比較し １,２６２万３,、 、 、

０００円の増額です。

昨年度調整交付金総体と比較しますと、２３７万７,０００円の減でござい

まして、０.８％のマイナスとなっております。なお、交付金対象事業として

病院会計における医療機器購入事業の事業調整につきましては、１２月定例会

において減額を予定しておりますのでご理解をいただきたいと存じます。

また、コミュニティ助成事業として、追加要望の児童公園コンビネーション

、 。 、遊具助成が決定したことによる補正も含め 補正を行うものであります では

事項別に説明させていただきます。

４ページお開き願います。歳入であります。１３款 国庫支出金、２項 国

庫補助金、３目 衛生費補助金、３節 防衛施設周辺施設補助金９８８万７,

０００円の増でございまして、ゴミ処理場不燃物運搬車の購入に充当するもの

でございます ４目 農林水産業費国庫補助金 ４節 防衛施設事業補助金１,。 、

９５６万５,０００円の増、漁業協同組合が事業主体となる市場衛生管理設備

に充当するものでございます。６目 土木費国庫補助金、６節 防衛施設周辺

事業国庫補助金３,２０２万１,０００円の減、８目 教育費国庫補助金、７節

防衛周辺施設整備事業補助金１,６６２万９,０００円の増、事業費確定によ

る事業費調整と新たに小中学校の教材用パソコンと除雪機の購入に充当するも

のでございます。

１８款 繰越金、１項、１目 繰越金、１節 前年度繰越金９６３万７,０

００円の増でございまして、１４年度決算により６,９４６万４,０００円で確

定の本予算留保分のうち、本科目で今回の補正で２,４３０万９,０００円を計

上済とするものです。

、 、 、 、１９款 諸収入 ６項 ３目 雑入 コミュニティ助成事業２５０万円の増

財団法人自治総合センターに追加要望の公園遊具整備に伴う補正でございま

す。以上で歳入の説明を終わります。

。 、 、 、次に歳出であります ３款 民生費 １項 社会福祉費 ６目 自治振興費

コミュニティ遊具設置事業２５９万４,０００円の増、歳入でご説明のとおり

です。港町の児童公園遊具の設置をするものでございます。

４款 衛生費、２項 環境政策費、２目 ゴミ処理費、ゴミ処理場不燃物運
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搬車整備事業１,０８１万７,０００円の増、平成２年度購入の焼却灰を最終処

分場に運搬する車両更新を行うものでございます。

５款 農林水産業費、３項 水産業費、２目 水産振興費、市場衛生管理備

品整備事業２,０６６万７,０００円の増でございまして、漁組が事業主体で行

う、北海道版市場管理高度化ガイドラインで示す衛生管理基準をクリアする体

制整備を図るものであり、事業内容はステンレス製魚タンクの設置、ジーゼル

及びバッテリーリフト車３台及び魚タンク１台の購入です。

７款 土木費、２項 道路橋梁費、２目 道路新設改良費、２,７１５万９,

０００円の減、尾幌１７号線改良舗装５７２万８,０００円の減など事業費確

定による減でございます。住の江町舗装改良工事１,４０５万２,００円の減、

用地測量調査結果に伴う支障物件調査費の追加さらに十勝沖地震におきます年

度内工事着手困難のための増減が主な内容でございます。さらに白浜山の手通

、 、 。り改良としまして ８４０万の増 道路用地購入伴う用地確定測量委託料です

望洋台二路線舗装事業２５６万７,０００円の減、湾月町三号線改良舗装事業

１,２１０万円の減、十勝沖地震における年度内工事着工困難による全ての予

算減であります。さらに、有明町二番道路橋梁整備事業１１１万２,０００円

の減、事業費確定でございます。４項 都市計画費、２目 街路事業費、公共

施設案内板整備事業２１３万の増、調整交付金の予算増に伴い、町並みサイン

化事業で事業調整を行う増額でございます。

次ページ、９款 教育費、２項 小学校費、２目 学校管理費、１,２７０

万９,０００円の増、スクールバス購入事業１５９万５,０００円の増でござい

まして ５５人乗りスクールバス購入増です 学校除雪機購入事業１６９万８,、 。

０００円の増、当初、真龍、尾幌、厚静、片無去、四校の除雪機購入に加え今

回新たに厚岸、太田、高知の三台分の更新を図るものでございます。太田小学

校グランド整備事業７９５,０００円の減、事業費確定でございます。学校教

育用コンピューター機器整備事業１,０２１万１,０００円の増、文部科学省の

コンピュータ整備指針により一人一台の専用室及び普通教室の配置などの増額

で確証学校分６８台の計上です。３項 中学校費、２目 学校管理費４４３万

９,０００円の増、学校教育用コンピュータ整備事業３７２万７,００００円の

増、小学校と同様の内容でございます。各中学校分２５台の計上です。さらに

学校除雪機購入事業７１万円の増、厚岸中学校１台分の更新をするものでござ

います。以上を持ちまして議案第９８号の説明とさせていただきます。よろし

くご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上げます。

議 長 これより質疑を行います。歳入から、款、項、目により審議を進めてまいり

ます。

１３款。９番。

９番 第一次と第二次の周辺整備事業についてもう少し詳しく教えていただきた

い。

行財政課長 第一次交付分が５,７３０万２,０００円、第二次分が６,６９４万８,０００

円、SACO分が１億５,７００万円でございますので、２億８,１２５万円が、今

回の調整交付分の総額でございます。
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議 長 ９番。

９番 １億２,４００万くらい来てるんですね。

、 。 。議 長 ９番さん まだ実質審議にはいってませんので その際に質問してください

１３款 国庫支出金、２項 国庫補助金、３目 衛生費国庫補助金。９番。

９番 去年に比較して少ないと。それとSACO分は別にして、年次的には２～３,０

００万来るんですか。

議 長 行財政課長。

、 、 。行財政課長 １５年度につきましては 一次と二次を合わせまして １億２,４２５万円

昨年度は１億２,６６２万７,０００円ですから、若干減っております。一次と

二次のうち、特別分というのがありまして、特別分今年度は５,２００万円含

んでおります。昨年度は５,５００万円特別分として交付されている。ここで

言うと３００万円程前年度から減額になっておりますが、過去においては１,

６００万からはじまり３,０００万円台となり、平成１２年度に７,８４０万円

と貰っておりますけれども、５,０００万円台をキープさせていただいたとい

う内容になっております。

、 。この５,２００万円について 配分が毎年動くというのが実態ではないかと

普通分については国の予算の範囲があると思いますが、当町と致しましては１

億２,５００万円というのは１３年度からキープしておりますので次年度以降

も理事者含め、陳情活動していかなければならないですし、確保に向け努力し

て行かねばならないと考えております。

議 長 いいですか。他にありませんか。なければ進めます。４目 農林水産業費国

庫補助金、６目 土木費国庫補助金、８目 教育費国庫補助金

１８款 繰越金、１項繰越金・・・・以上で歳入を終わります。歳出に入り

ます。３款 民生費、１項 社会福祉費、６目 自治振興費、８番。

８番 港町の遊具を整備するということなんですが、補助事業だから仕方ない気が

するんですが、除雪機買わなきゃならない時期ですよね。何か時季はずれとい

うか、予算執行上、屋外に子ども達が遊ぶ時期じゃなくてそんな時期に向かっ

てやると。

時期をずらすとか、先にやるとかいったことは出来ないものですか。予算が

決まらなければ、宝くじからの、うちの方も一度やったことはあるんですが、

決まって遊具を買うと。前にも議論しましたね。失礼な言い方だが、それほど

でもない遊具が結構金額的にはかなり高いものだなという議論をしたこともあ

って、やはり、春の雪解けになってから設置することにはならないんですか。

まちづくりの案内板もこの後出てきますがそうですよね。

下手をすればあの風雪でもって色がはげてしまう。そういう状況に向かって

の中で設置しなければならないというのは。もう少し臨機応変に出来ないのか

というか。年度を越えてでも、例えば写真を撮っておかなきゃダメだとか。よ

くやる手ですけれども年度内に始末しなきゃ予算執行上どうしてもダメだとい
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、 。うことで 証拠写真撮っておくとか何とか色々な手があると思うんだけれども

やり方としては、特にまちづくりなんかは一財でやってるわけだから、もっと

早いうちにやれなかったのかなと思うんですが。

議 長 行財政課長。

行財政課長 時期のことを含め、私のほうで答弁申し上げたいと思いますが、今回のコミ

ュニティ遊具につきましては、追加要望として出していたものであり、この決

定が１１月に決まってきたと。さらに、二次交付金の関係についても１１月に

二次配分が決まってきたということで、それを受けて事業発注しなきゃならな

い。

今回の遊具設置ですが、臨時議会で一日も早く冬場の工事含めてやっていけ

るだろうということで助成金の交付を受けたというかたちで、年度内完成を目

指していきたいというふうに考えますのでよろしくお願いしたい。さらにいま

言われいる二次交付金のうちの冬期でも可能な事業に限り、事業を選定して進

めているということをご理解をいただきたいと存じますが、出来ますならばこ

の交付時期が早ければきちんとした事業が出来ましょうが、如何せんこの配分

の決定があるものですから、それに合わせた事業調整をして向かっていかなき

ゃならないという事情がありますのでご理解をいただきたいと存じます。

議 長 ８番。

８番 日本列島北から南まで、東京霞ヶ関を中心として動いているわけだから、北

の方と南の方といったら季節感の感覚がなくて予算執行するからそういう二次

配分だとかってなるんだけれども、我々の地域にしてみればこれからの時期に

向かって、誰も使うことのない、これはあなた方を責めてるわけじゃないけれ

ども、いただけるものはいただきたいという心境で二次配分というかいただい

てるんだけれども、地域の子ども達にとってもやはり屋外遊具であれば、暖か

。 。くなるときにというのが心情でないのかなと そういう感じがしてならないと

追加だから正直いってくれるものはいくらでも貰っておきたいというのが、

。 、 、その時期が私にしてみればもうちょっと ただ やり方というか事情を話して

北海道はこういう時期なんですと。例えば３月の雪解けを待ってやるとか、こ

れからやったって基礎がしばれ上がるとか、ボロボロになるというマイナスイ

メージをいわれて今日までやって来てるわけだから、そのへんをしっかり見極

めてね。

同じやるならば時期、美味しいものを食べるにしても、温度というものがあ

るということをよく考えれば、やる時期を考えて。宝くじの配分についても北

海道の事情をよく話してやっていただきたいと思います。

議 長 行財政課長。

行財政課長 宝くじにしても防衛交付金にしても、方や１００％方や９５％という財源な

ものですから、それを受け事業展開しなければならない事情もあろうかと思い

ますが、いずれにしましても、今回臨時会ということで、少しでも早く発注で

きるようこの様な措置を取らせていただきました。
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本来であれば、調整交付金の二次配分を早くということと、なるべく一次配

分額を多くしていただくということも含めて要望しているところであります

し、コミュニティにつきましては追加ということで次年度やればよろしいんで

すが、それも含め地域要望含めこの冬場でも何とか出来るのではないかという

工法の中で対応してまいりたいと思いますので、議員おっしゃることもごもっ

ともだと思いますがご理解をいただきたいと存じます。

議 長 他にありませんか。なければ進めます。４款 衛生費、２項 環境政策費、

４目 ゴミ処理費・・・・２項 道路新設改良費、９番。

９番 尾幌１７号線改良舗装事業ですが、当初予算では、舗装８０ｍ、排水８０ｍ

で９１０万。今回５７２万８,０００円の減額ですが、実質的には３２８万２,

０００円でこの８０ｍが出来上がったんですか。

それから湾月町３号線改良舗装事業ですが、これは地震のために止めたとい

うことですが、１６年度にはやる予定なのかどうか。その点お聞きしたい。

それから白浜町山の手通りの８４０万。これは防衛施設補助金は入ってるん

ですか。この項における、２目の道路新設改良費の予算は全部交付に乗ってる

と考えてよろしいんですね。分かりました。

湾月町と尾幌１７号についてお尋ねします。

議 長 建設課長。

建設課長 お答え申し上げます。尾幌１７号線については平成１４年、１５年という二

ヶ年事業で取り組んでございまして、当初予算には概算の中で計上していった

と。

従って、当初予算ではローリングという予算計上だったと。非常に見方が甘

かったという感じになりますが、今回の実施設計段階で積算が大幅に減ったと

いうかたちと落札減により、この金額になったと。

当初三ヶ年計画で二ヶ年事業で配分した、概ね改良と舗装でこの位で行くだ

ろうという予測が甘かったというかたちで反省してございます。

湾月町３号線については、９月２６日の十勝沖地震の関係です。発注予定で

入札案内してる段階での地震という中で、道路は表面ですが、下部で下水道被

災がはっきりしたと。

、 、今回これから下水道の災害査定を受け さらに施工実施ということになると

年度内に施工は無理だというかたちの中では翌年度にローリングさせていただ

き、地域についても現地の施工打ち合わせをしてましたから、当然、現地も期

待しておりますし出来れば今回は災害により施工不可能でも、来年度にはこの

事業を整備したいと考えております。

議 長 ９番。

９番 前にも言ったんですけどね、予算の見方っていうのをもう少し確実ってその

びったり合わなくてもいいですからね、８０％や７０％はあれにしてもらえな

いかい これだらまるっきりひどいもんでしょ ９０１万に対して３２８万２,。 。

。 。 、０００円で終わってるんですよ そんな予算の見方ってあるかい 少なくとも
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当初予算においてこれを３００万から３００いくらに見てればですね、また６

００万くらいの仕事は当初予算において出来るんですよ。

予算編成においてきちっとやって貰わなかったらね、三分の一かそこらの工

事費で出来るものを三倍にも予算見積もるということはちょっとおかしいと思

いますね。この点は強く指摘しておきます。

それから湾月町はやるということですから、はっきり言ったらね、こんな見

方したら怒られるかも知れないけれども、水産業費に出した２,０００なんぼ

ですか。この湾月町やめたから本当にタンクが買えたという見方も出来ますよ

ね。

いままで防衛庁予算なんて水産業費になんか一回も予算ついたことがないん

ですよ。私の知ってる中では。一番影響があるのは水産業なんですよ。矢臼別

演習場に対して影響あるのは。

トライベツの農業者より何より私は、ここの海で生活している漁業者が一番

影響あると見ているんですよ。そういったことも考えて、予算の見方といいま

すか来年からもこういったことが漁組から色々出てくると思いますが、そうい

う面でも十分これからも気を遣ってやって行っていただきたいと斯様に思いま

す。

議 長 町長。

町 長 予算査定に当たっての甘さというご指摘がありました。色々な理由があるに

せよ、この様な余剰金が出るということは、はたから指摘されるということは

好ましくないわけでありまして、今後予算編成に当たりましては十分にそのこ

とを心得て算定したいと考えております。

さらには防交金の関係でございますが、実は昨年、防衛施設局長と協議の機

会がございました。今後の防交金のあり方についても議論を重ねておったわけ

でありまして、私としては是非、水産業のためにもこの防交金を使えるように

していただきたいと強く要請させていただいたところでございます。そういう

意味で今回計上しております、市場衛生管理備品整備事業は、私は極めて今後

のハサップ対応を含めた漁業振興に大いに役に立つだろうと考えておりまし

て、ご指摘ありましたとおり今後とも防交金のあり方について十分に心得なが

ら水産業進行に当たっていきたい。斯様に考えますのでご理解をいただきたい

と存じます。

。 。 、 、議 長 他にありますか なければ進めます ４項 都市計画費 ２目 街路事業費

ありませんか。

９款 教育費、２項 小学校費、２目 学校管理費、３項 中学校費、２目

学校管理費、ございませんか。総体的にございませんか。

（ なし」の声）「

議 長 なければ質疑を終わります。お諮りいたします。討論を省略し、本案は原案

のとおり決定することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声）「
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議 長 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決しました。

議 長 以上で本臨時会に付議された案件の審議は全部終了しました。よって平成１

５年厚岸町議会第４回臨時会を閉会いたします。

（閉会時刻 午後１時５６分）

以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。

平成１５年１１月２５日
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議 長

署名議員

署名議員

署名議員


